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日立70形高精細投写形ディスプレイ

高度情報化社会の現在,求められて

いるのは情報の高感度伝達である｡事変

雑な情報を文字,図形を加えて,よl′)

わか-)やすく鮮明に表現するには,産

業ユースやエンターテイメントの領J或

でも,幅広くニューメディア情報の活

用法が新しい視点で見直されている｡

その中でビデオディスクや衛星放送,

コンピュータといったマルチメディア

からの情報を,より美しく鮮明に,か

つワイドで辿ノJある大画廊に再≡呪する

砧精細ディスプレイがラ主Hされている｡

日カニ高精細投一号形ディスプレイは,耐

面の大形化が進むにつれて起こる画質

の劣化現象を特許154件にも上る先進技

術の数々と,ブラック ストライプ ス

クリーン,オブチカル カップリング シ

ステムの開発によって,ワイド画面が

明るい部屋でもはっきり見える鮮明画

像を実現した(図1)｡また,レンチ キ

ュラー レンズの使用によって水平適二視

範囲は-一挙に拡大し,使用効果が大幅

に向上した｡

日カニ70形高精細投写形ディスプレイ

は,レンズの投写距離を短縮できる広

角レンズの開発によ｢),本体背面部ミ

図lJTB納入例

企画会議中のプレ

ゼンテーションルーム

ラー取付板を本体に収糸内すると,奥行

き72cmというコンパクト設計を美幸比し

た｡さらに,キャスター付きなので,

人人ひとりでも部屋間の移動が可能で

ある｡睡j面サイズは,53形から250形ま

でシステムのニーズに合わせて次々と

拡張サイズの導入ができ,複数のディ

スプレイを組み/合わせた1校の画像を

作るマルチディスプレイシステムへの

展開も七†能である｡

主な仕様を表1に示す｡

(日立製作所 情報事業本部 情報映像

事業部 映像システム部)

表l 主な仕様

機 種 名 C70-2000R C70-2010R

走査周波数
水平 24(15)～35kHz 24～7(〕kHz

垂直 40-120Hz

解 像 度
水平 l′190ドット 】′280ドット

垂直 l,000ライン し024ドット

輝度(自ピーク) 240cd/m2 340cd/m2

コントラスト比 100:l以上 140:l以上

適視範囲
水平 90Upp

垂直 30r∫pp

外形寸法

(幅×奥行き×高さ)
l.6×l.1×2.0(m)

質 量(kg) 250

消費電力(W) 4ZO 550

日立110形高精細投写形ディスプレイ

映像を提供する信号腺はVTR,

VDI),チューーーナーなどのテレビジョン

信号をはじめ,各種パ山ソナルコンピ

ュータ,ワークステ山ション,さらに

は今話題のハイビジョンまで,実に多

様である｡し11エ高精細投写形ディスプ

レイは,マルチスキャン‾方式によr),

これらの多様な信号ミ糠に対応すること

が可能である｡制御監視システム,会

議例二佗システム,教育システム,エン

ターテイメントシステム,設計プレゼ
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ンテーションシステムと,利用範囲も

拡‾人の一途をたどっている｡標準の部

j主に入る最大の大きさ日立110形高精細

投写形ディスプレイの会議用事例では,

一度に多人数が一つの情報について討

議でき,書両装置やコンピュータを使

用してのペーパーレス化が凶れ会議の

効ヰく化アップに役カニっている(図1)｡

制御監視事例では,グラフィックパネ

ルに比べ,設備･機器の様垂むご状況など

をディスプレイで,より高度に集中制
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図l 大研修室正面

の日立110形高精細

投写形ディスプレイ

御･集中監視でき,多人数が同時にチ

ェックできるため確実な制御･監視が

二行え安全確保に役立つ｡また,プラン

トの増改造の際も,コンピュータのプ

ログラムで監視パネルの表示を変史で

きるため,大きな経済的メリットを持

っている｡

主な仕様を表1に示す｡

([]立製作所 情報事業本部 情報映像

事業部 映像システム部)

表l 主な仕様

機 種 名 Cl10-5000R
CJ10-5引OR

(6管式)

走査周波数
水平 24(15)～35kHz 24～70kHz

垂直 40～120Hz

解 像 度
水平 l′280ドット

垂直 し000ライン し024ドット

輝度(白ピーク) 140cd/m2 170cd/m2

コントラスト比 100:l以上 140:l以上

透視範囲
水平 90ロpp

垂直 40口pp

外形寸法

(幅×奥行き×高き) 2.8×2.5×Z.9(m)

質 量(kg) l′000

消費電力(W) 750 l′ZOO
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日立250形高精細投写形ディスプレイ

超高精細投写形ディスプレイは,従

来の高精細ディスプレイの技術的特徴

である背面投写方式やフうック ストラ

イブ スクリーン技術を継承し,高画

質,高コントラストを実現した｡表示

可能な最大水平走査周波数24kHzから

70kHzに機能をアップし,1Mピクセ

ルを超える超高精細を実現し,さまぎ

まな信号源との対応の幅も広がった｡

スーノヾ-コンピュータやワークステー

ションなど15の異なった周波数のコン

ピュータとも接続が可能で,さまぎま

な担j像表現に対応する｡産業分野では

CAI)/CAMを利用した設計がますます

拡大している｡超高精細はCAD/CAM

とダイレクトに接続可能で,精密で複

雑なlヌ】形,膨大な記号情報を忠実に,

そのまま超高精細画像として実現でき

る｡日立250形超高精細ディスプレイ

は,9インチの投写管をRGBの3管ベ

ースにユニット化し,4f受重ねにして

12管方式の投写ユニットにしている｡

図l 横浜博覧会での日立Z50形高精細投

写形ディスプレイ

従来の小さな垣j面の部分拡大の手間が

省け,全体図を見ながら多人数が同時

に細部までの設計業務が子fえ,設計業

務のH的によっては,ディスプレイサ

イズを回向の原寸人表示にしたり,大

形のものでも原寸大で表示が可能であ

る｡また,モックを使用せずCGによっ

て実物そのものがディスプレイに映し

出せ,設計,デザインの変更もすぐに

修正できる｡ミニシアターの例では,

福岡,横i兵,名古屋の地方博覧会の日

立ブースで実音寅し,延べ約300万人の観

客の観覧を得た(図1)｡

主な仕様を表1に示す｡

=】立製作所 情報事業本部 情報映像

事業部 映像システム部)

表】 主な仕様

機 種 名 250-8510R(12管式)

走査周波数
水平 24～70kHz

垂直 40～120Hz

解 像 度
水平 1′280ドット

垂直 l′024ドット

輝度(自 ピーク) 70cd/m2
コ ント ラ スト 比 140:t以上

適視範囲
水平 908pp

垂直 40□pp

外 形 寸 法

(幅×奥行き×高さ)
6.5×10.1×5.0(m)

質 量(kg) l,000(投写部だけ)
消 費 電 力(W) 2′400

HM-43シリーズ高精細カラーCRTディスプレイ

高精細カラーCRTディスプレイの使

月+範閃がパーソナルコンピュータCAD,

DTPなど新しい分野に広がりつつある｡

これに対応するため,オーートスキャニ

ング機能,ダイナミックフォーカス回

主格,高輝度ブラウン管などの先端技術

を盛り込んだHM-43シリーズを製品化

した(匡=)｡

l.主な特長

(1)大形,高画質化に対応した21イン

チモデルをレパートリに加えた17イン

lllIIlllIllllIllllllll

区II HM-4320高精細カラーCRTデイスフ

レイ

102

チ,20インチ,21インチの3モデルか

ら,ニーズに適した画面サイズの選択

が可能である｡

(2)ハイコントラストで33～35f･℃の高

輝度,しかもよr)シャ〉1プなフォーカ

スが得られる(HM-432(トⅠIM-4319)｡

(3)30(VGA)～65kHzの幅広い偏向

周波数に追従て小きるオ【トスキャニン

グタイプも実現した｡

(4)リニアリティ 3%,ラスタ∽サイ

ズレギュレーション0.3%の低仲j而ひず

表l 主なイ土様

みを達成した｡

(5)カスタムLSIの大幅採用やファンレ

ス設計により,従来どおr)の高イ言頼化

を阿っている｡

2.主な仕様

HM-43シリーズ高精細カラーCRTデ

ィスプレイの主な仕様を表】に示す｡

(U立昏迷作所一 機電事業本部)

項 目 仕 様

形 式 =M-4320 HM-4319 HM-4317

分 解 能 (例) l′280×l′OZ4.【川24×768 l.280×l.024.l′024×768,640〉r480

C R T

サ イ ズ Zlインチ(20インチ〉FS) ZOインチ(19インチ〉) l了インチい6インチ〉FS)

ドットピッチ 0.28mm 0.3lmm 0.28mm

管 面 処 理 ARコート シリカコート/ARコート シリカコート(AR:オプション)

透 過 率 54% 70%/54% 54%

そ の 他 インパールマスクおよびEADF
EA/インパールマスクおよぴEADF
はオフ0ション

EA

偏向周波数
水 平 47～78kHzピンポイント

47～78kHzピンポイント

30～65kHzオートスキヤニング
30～65kHzオートスキヤニング

垂 直 55～80Hz 55～80Hz 55～80Hz

輝 度(最大) 33FL 25Fリ35F+ 25FL

コンバージェンス(定格) 中央:0.Zmm,周辺:0.4mm

リ ニ アリ テ イ(定格) 3%

ラスターサイズひずみ(定格) 0.3%

イ ン タ フ ェ
ー ス アナログRGB,BNCコネクタ

寸法(幅×奥行き×高き) 500×512〉(43了(mm) 500×505×437(mm) 425×450×380(mm)

質 量 36kg 33kg Z6kg

電 源 AC8ト132VまたはAC175～264〉,自動切換(オプション)

チルト･スウイーベル台 オフション
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日立志朗寺許

Rea｢Prq+eCtion Apparatus

1.本発明の背景

従来,技術のニヒ流.であった前面投写

川の反射J〔スクリーンは,本質的にn

いスクリーンであった｡絵画を描くi句

て家は白いキャンバスを仕うが,その原

理は周知のとおり減色法に基づいてい

る｡これとは逆に投写形ディスプレイ

は,そグ)J京埋⊥.,加色法に基づ､いてス

クリーン上に画像を描かねばならないし,

したがって,地肌が｢lく見えるスクリ

ーンを使うと,その地肌よr)深い隅調

を仲現することができない｡すなわち,

深い色合いが色あせてLまう｡したが

って,欄岡外光によって色あせる現象

を庇服するためには,外観上黒く比え

るj透過式スクリーンを川いた背面投二才j二

形が適している｡

従来の透過式スクリーンは,図1に

ホす1柁構成のものであった｡この1

校式スクリーンは,外観の果さでJ丈射

式スクリーンに比べて改善されてはい

たが,種々グ)閃是星′たを持っていたため

に,投′/≠形ディスプレイの上流技術と

なっていなかった｡その間題点の主な

ものは次のとおりである｡(1)まだ外観

の果さがイく足している〔-(2)斜め横から

見ると担j面が暗くなる(-､卜伯角が小姓)｡

(3)斜め横から見ると色調が壇化する-J

(4)段ノ/j二光の地角を拡人してセットの外

ルラをコンパクト化(奥行き低減)しよう

とすると,光人射側フレネルレンズの

フレネルレンズ

レンチキュラーレンス

図l 従来技術の透過式スクリーン

原理卜,対角隅部の光伝送効率が†氏下

しi如何が暗くなってLまう｡

二れらの問題点を虹服するため不発

明を案J_hした｡

2.本装置の動作

本発明の背而投`J≠装置に他用される

透過式スクリーンの構成を図2に示す｡

同Ⅰズーで､3原色の各段一子光il刺ま紙而の裏

側に水咋に配置される｡各投写光i煩か

らの投与光は,フレネルレンズによっ

てマクロに収束され,ほほ-､ド行光に変

換される｡この平行光は,フロントシ

ートの入射側レンチキュラーレンズに

よってミクロにその焦∴与こに収束される｡

この仕点は出射側レンチキュラーレン

ズの各中央部に位置させてあり,そこ

から光が観視‾荷にミクロに一犯丁放される｡

.■l招寸側のレンチキュラーレンズは,3
収色の指向件の井を補止するように働

フレ

レン

ンチキュラーレンズ
フ

ネル
ズ

7うッ

ワント
ソート

クストライブ

図2 本発明の透過式スクリーン

く｡また,ブラックストライプは光非

出射部に形成され,周囲外光による黒

の浮きを防ぎ,色純度を高める｡

3.王特長･効果

(1)明るい部屋でも,コントラスト比

と色純度の高い画像を映しJllせる｡

(2)水平半値角を約±35度以上に拡人

できる｡

(3)斜め横から見ても色調の変化が少

ない｡

(4)奥行きの小さいコンパクトな画像

授二与装置を実現できる(,

4.提供技術

■ 関連特許の実施許諾

●〕SP4536056号

"Re∂r Projection Apparatus

対応日本特許

特開昭58-59436号ほか】件

画像投写装置

1.本発明の背景

前記USP4536056-リーを具現化するに

際Lて,フレネルレンズの同心rr】二伏模

様とレンチキュラーレンズの縦じま状

帳様とか‾/J二いに十渉Lて,モアレ妨害

を発壮するという問屋臥1(があった｡こ

グ)モアレの妨害は,フロントシートの

人才一H射佃またはl勺一部の拡散贅去を増人

するとイ托i械されることが完三性的にわか

っていたが,誌三去川勺にはイこ1リ1碓であっ

た〔〕また,拡声紋安素を増大すると光損

失が+甘人し,かつコントラスト比が劣

化するという問題点があった｡

本発明は,このモアレ妨ミキを祝混心

+哩をそ慮に人れて完三吊的に解明した結

米に姓づいてなされたもので,より効

率のよい,一様件の優れたスクリーン

を提供するた♂)のものである｡

2.本装置の動作

不発明の伸j像投二与装置に便川される

通過Jモスグリーンの構成の･-･例を図1

に示す〔,ト別封で3Jj;(色の投丁/j二光i燦は,

紙軸の裏側に水-‾､ドに配荷されるし)フロ

レンチキュラーレンズ

垂直方向発散用

レンチキュラーレンス

/

フレネル
レンズ

図l スクリーンの構成

フロント

シート

フうックストライ7J

ントンートのレンチキュラーーレンズの

配列旭期は,フレネルレンズの配列朋

期の(∧r十().25～().75)倍(ここに八｢は

整数)に選完三される｡フレネルシートの

人射面倒のレンチキュラーレンズは,

)とを_中瀬ノJ巾Jに発散することによって,

スクリーンの効率および睡j條の一様件

を改善する作川をする｡

3.特長･効果

(1)モアレ妨害を什〔減できる｡

(2)光伝送効率を改善できる｡

(3)担桶iの一一様什を改善できる｡

4.提供技術

■ 関連特許の実施許諾

●特開昭60-263932号

｢背面投写装置+

対応USP472引34号

日立製作所では,すべての所有特許権を適正な価格で皆さまにこ利用いただいております｡また,ノウハウについても二湘談に応じておりますので,お気軽にお問い合わせください‥

お問い合わせ先は･･･株式会社日立製作所 〒100東京都千代田区丸の内一丁目5番l号(新丸ビル)電話(03)214-3114(直通)知的所有権本部ライセンス第二部特許営業グルーフ
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自亘喪特許

背面投写装置

1.本発明の背景

4〔)インチ以卜の大画面を直ネ比形のブ

ラウン管で実現しようとすると,(1)非

ノ新二重くなる,(2)セ･ソト奥行きが大で

ある,という問題点がある〔】これを解

き火するために,投写形プロジェクタが

糊いられているr)従来,この投写光学

系では鐘を1柁あるいは2校以上川い

ていた｡しかし,投二号距離が長いた♂)

奥行き低減には限界がある｡本発明は,

この投写形プロジ工クタで,新規な光

学系および投′与レンズ構成を提案する

ことにより,(1)画質向上,(2)薄形化,

(3)コストイ氏減を実現するものである｡

2.本発明の概要

本発明の光学系の橋成図を,従来例

と比較して図=にニ示す｡本発明の特長

は,投与二距離の短い光学系を用い,レ

ンズの先端心ンニ置がスクリーン最下端よ

りも__卜に十仁吊しているノ卓にある｡また,

この際問題となる周辺部のフォーカス

タブ化対策のために,図2に示すレンズ

構成,非球i由蛍光面段写管を用いてい

る｡レンズ構成は,主なパワーーーをガラ

スレンズに持たせ,収差を十分に補.1卜

同

さ

大

奥行き大

離｢巳足写投長

レ
ン
ズ
下

ス
ク
リ
ー
ン
下
端
か
ら

長投写距離
レンズ

高
さ
小

離巨口止
写投短

// l

小
短
レ

奥行き
l

レ
ン
ズ
上

ス
ク
リ
ー
ン
下
端
か
ら

投写距離
ンス

従来方式

図l 光学系構成図

ガラス

＼

プラスチック

二/

/
/

ン

二
/
/

/
/

面面球光非蛍

区12 レンズ構成図

本発明

するために強非球血の3柁のプラスチ

ックレンズを用いている｡

3.特長･効果

(1)棒形で,かつ高さの低いセットを

実現できる｡

(2)本レンズは焦止距離が短いた♂),

色収差が少なくハイフォーカスであり,

また口径も/トさいため低コストとなる｡

4.提供技術

■ 関連特許の実施許諾

特開昭60-200215号

｢投写形テレビ用レンズ+ほかl件

●米国特許第4.8川′075号

日立評論 Vol.72 No.3 予定日次

■特集 CAD/CAM/CAE

CAD/CA九1/CAEを取り巻く喋塙と｢†や二製作所♂)矧;H

､ト噂休設計におけるスーパーコンヒ■_1=タの応同

有機機能性材料の分ナ設計にjiけるスーパーコンヒ_1=タの利用一非線形

氾苧材料への)応用一

機械卜､ア‥におけるスーーバーーコンヒュ一夕のi:引空中‖iJ

スーパ【コンピュータIil′Ⅰ､AC S--82()のための数依シミュレーーション)仁者こ糾支術

ろ-パーコンビ_1-一夕によるl′】王的中の衝突角仰｢

スーパーコンヒ■ユーータによるタイヤ構j占術析

エンジニアりングワーークステーション】2r)5り〔;シリ‥ズ'+

‾二次ノ亡設計･製造支援システム"ⅠⅠICAI)ハ1･･r''の偶発

エンジニアリング､ワークステーションをハト1たNCノ肌｢ンミュレーータ

エンジニアリングワーークステl-ション向けCAEシステム"CAnAS''とその

過肝事例

エンジニアリングリーークステ･1シニーンに上るCA工)′′′CA九Ⅰシ1テムj郎†‾】二i_締り

パl一一ソナルCAD｢:i2ビリト(;九･■T九ノI+

スーーlパー,コンピュータとサイエンティブィ･･ノクビン_11フリゼ‥シコン

コンヒJ_-タグラフイ∴′クスによる裂l～J-ヒ'ジ_17リゼーーション
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